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検
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ま
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か
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め
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が
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授
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こ
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え
て
、
妻
子
と
火
災
予
防
宜
広
パ
レ
ー
ド
a

室
長
織
し
.
撃
が
燃
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な
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司
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取
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が
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す
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叫
め
A
な
さ
ん
回

校
晶
子
同
帆
ル
北
口
は
吠
前
作
出
掛
吋
が
な
い

ふ
に
、
釈
を
治
る
と
す
ぐ
館
内
棋
い
淡

路
が
あ
り
え
は
約
半
が
減
る
k
ぃ
‘
へ
も

と
も
と
危
険
な
潟
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0台。
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え
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叫
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滋
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除
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前ませて iごきい明

i京Tf鴎に人{舗で タトに児楚を保育できる人がい

場合は辞令かれます凶また、 1<'1三

4月 1己主誌記E"C食後8 カ月にj持

たな 1イL児ものぞかれますe

人i草取言語書は‘ f来事手謀、 持支

所、駅前巡務所にあります。

〈わ L( .;. 、言ji笠3持内l手苦言案まで

'I(t綴 (82)1J5lf号線246

護軍 拶

*シ2レバー綴量豊 以

ふ喜吉淡町lj1と ま在 。.号線281

中崎土地区窃幾E塁
審議会委員決まる 自動車整備講壊

会る 10fl20目的都市計級事業中

持土地区総経理ュ軍事務会望書員約選挙

会で、土j(民[Rll璽皇室線審綴会主主闘が

決まりました。 また季語行主義務第16

長z項によりお授が選絞する学識

暴走験場主2名も25sにJたまリました 5

中鈴土鳩区E襲撃在理事器級会習を員名簿

平111習'1努 中鈴1217(潟地所有者)

滋老眼博 N 1Z3S( " ) 

問Bli書 " 151Z( 

111 t守本男 伊 361( " ) 

飯塚j豊作 "1493( " ) 

易自時 11月2011(:1:)・ 278(点)

午前9柊から午後5符まで(約

ヲミ緩繍}

事参議所 我干名子高等技術専門学後

l>封書走者 市民(5E終各15お)

l>i韓Ill!:F持者華 7 イカ命的白書誕祭{藷

b串込先子持役所陶工毅(82)，151
内線281(浅動産拡持参)(滴二工務}

の仕事1:1.-、かっ

そ的ため的f定F詩人

カ代、なも、ま巷f示。

③総綾がいをい場合。

@母親誌が携祭、 IH縁、心身内容整

苦手などのために兎整合保管でき近代金百な娯楽章ま営は、 lH震な記

干浜 j告 " 1594( 建設で合減免をはかることから始ま まない均台a

子註毛織平 "1576( N ) りま令。符色申対で自主t減税‘餓 l@家綴に長期にわたる幾人や品、

銀埼友雄印回f大 森 山2(議脱 税し絞営会総fじをはか ηましょう. 1身内障擦を持つ人がおり、 f械

のf量!t!!i住者} 努色申告に辻色々な務総があり 2が常にその人的草寺謎にあたって

花島段落 中峠1270(学滋主主義奏者) ます。まだ育自主串きをしていない

野口 欽 お 総2313(学級経段者} 人はぜ日常総申智弘 1 (jむその的、将に児童時保育がむ

{版画室主潔譲) 松戸税務署{)473(63) 1171 ずかしいと総められる場合。

マヂ記長ム

(i経常設軽)

V主主殺菌就器産奨勤続著書聖書綴

u蒔f日51年度幼<<(1高幸ts司奨l慰霊m有

効談が3人的とおリ ecjE~ 紅ました。

絞当n材、 i沼fl!51年 6月 1註現

在、幼稚時]仁夜開する幼児を持つ

係諸島+で省;，j>:1f被告舟付すべき l!i l~

f見綴が 3Jj5000f1lV"ドのコザでず。

補助金約交付i之、Ilfl:1完結仁

それぞれの綴長在j混とて交付する

f定です。(7:校教育線)

語道混合では、余儀機関&び術的

協力者得て、 F記的とお η融資を

ffなってL‘ます。

修申泌みのできる方益減孫子治

術工会員む 1年以上同一事業を

常んでいる方。②i盛切な事業従

閣をも九、その事業資金をお要 市lま> j言内的中'1、'Il?;;註町長霊会脊

とされる←1;. 成と念品虫問符t号化をはかるために

砂期主主挙統 語審友会iエて会主主資総 資金的E寄付を行って弘、まれ

務総十3をけ、 t碕ヌローン申込書 券渡裕(j)$1持>('事業所XIま営基震

に全議事機関きあ主的護主主義(申込用 pfrを持%、引き続き I年以 h防

紙、決E手書、 ilif語紙書、その他) 事総を営む中小幾模的事業;訴

を添付し、お術的金製議機関11二申 で、 1許税を守主義守された方。③強

込んで下さい。 切な卒業計画をもち、そ的資金

〈わし〈は、殺孫子市i1耳混合、型I!. ~，阜、望書とされる方。(総統、i!ßi斉

言語 (82)3131へ 資金は不可)ゆ議時従業終が'20

・甑工口問ン骨措入町長鉢

的{畢霊霊的対事えとなる、 1総人又は

法人であるこん

II-i雷F車線宮正料 点差量級員総

".帯Jd平淡 府繍若手、契約得、約

税議夜明護菜、鈴議耳石T舎の写設び本

人、保是正人向印章撃証明骨本人が

語道綾市役所綴こζ議へ持参してl'

き".
くわしくは詩着工線まで電話(82)

1151内線281

何百二工深}

護霊挙獲量訪湖ビラを
利用して認しい選挙

ヰミたる衆議院議終的総i接挙では、

昨年め語、改正により、銭裕二持は今、

までの謹挙運動1普通常霊長会j 円

はかi土、「選挙運動問ど汐 Jカf桜考ti

するときは、 ril~Jjどの宇宙J つま できることになワ乏しだG

戸籍総本の請求には り1好的践的iニ(車F目するカ‘具体約に 診領有できるのは次的ピラです。

r使用 8約Jを甥らかに 訴していただくことになります合 ヨ〉県選挙管理睦買会iこ様けおた 2

121凶E在宅 E事務的泌箆はできなくを? を主義託以内めどラ

12月l詩から戸務総本内包(f守護寄 ります。なお、劃;(<l!で総米する場 @枚数は千議 41まで 6Ij枚以内

求のしかたが互主主正きれま今"むE 介内手数料l立、必ず成金計官?か‘ {枚数緩認のため数i蓮管で交付す

の濯機は、同絡を不当に初I!lして 露\j世主寺町波書提'1、為替で~'í的て下さ る霊草紙を偽f守するJ
E自E廷のプライパシーを没字予する、亡 、~ め大きさは‘長さ29、7'1::ンチメ

とがて?きな〈するためです。 (l!it色譲} …ト J~ 、 4 話 21 センチメ トルtJ.1持・
m!車入内戸緩や総務内総本を議求 ょのどラ{ま新幹11針i主みゃな念品4
区一一一一一一一一一一昨一一一一一一-， r-:一 日 … 説会、倒人淡認会も笹封筒、i~的密告
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粗大ゴミ収集は
11月308まで受付

自治会、町会、グル…γで線大

ミヰ立畿を希き遣する }5は、 111130

行までに 1~i1ifmj立蒸へ申込えで iご

い(佐治F有t阜1議}




